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記録的な豪雨により，市内各地に大きな被害をもたらした『平成30年７月豪雨』から間もなく２年半を迎えよ
うとしています。

呉市では，この豪雨災害からの復旧・復興に向けて，「呉市復興計画（平成31年３月策定）」と，特に大きな
被害を受けた天応・安浦地区における復旧・復興の必要な施策などを取りまとめた「呉市復興計画（地区計画）
（令和元年９月策定）」に基づき，１日も早い復旧・復興に向けた取組を進めています。

今回の復興地区だよりでは，天応地区におけるこれまでの復旧・復興に向けた主な取組を御紹介します。

『平成30年７月豪雨』により住宅が滅失し，自力での住宅再
建が困難な方の住まいを確保するために整備を進めてきた，災
害公営住宅「天応大浜アパート（愛称：シーサイドテラス大
浜）」が８月１日（土）に落成しました。

天応大浜アパートは鉄骨３階建てで，１ＤＫから３ＤＫの計
44戸あり，10月末時点で35世帯が入居しています。

 天応大浜アパートの入居者を募集しています。
詳しくは，住宅政策課（☎25-3393）へ
お問い合わせいただくか，右側のＱＲコード
から呉市ホームページを御覧ください。

２ 砂防事業の推進

天応大浜アパート

所在地：天応大浜３丁目２－１

天応地区の皆さんが将来にわたって安全・安心に生活できるよう，
新たな砂防ダムの整備について国や広島県に要望を重ねてきました。

その結果，新たな砂防ダム７基と遊砂地の整備着手が公表され，
10月末現在，そのうちの砂防ダム５基の整備が進められています。

呉市は，引き続き，国や県と砂防事業の着実な推進に向けて取り組
んでいきます。

【凡例】

砂防ダム整備予定箇所図(天応地区)

（引用）国土交通省中国地方整備局
広島西部山系砂防事務所ホームページ
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このほかにも，呉市では，平成30年７月豪雨災害からの復旧・復興に向けた取組を進めています。
これらの情報については，呉市復興総室のホームページを御覧ください。

３ 公園・広場の整備

地区計画では，背戸の川上流への砂防ダムの整備により，今後，使用できなくなる天応西条公園の代わりの公
園として，背戸の川上流の工事用道路の隣接地に，災害の記憶の継承や祈念の場，そして，避難場所としての
機能を有する公園を整備することとしています。

これまで，地元の自治会関係者や公募で選出したメンバー10名で構成するワークショップを３回開催し，
ファシリテーター役の東京大学復興デザイン研究体の協力を得ながら，『天応西条第２公園（仮称）』の祈念
の場や防災公園としての機能などについて活発な意見交換が行われました。

引き続き，令和３年度中の完成を目指して，ワークショップを中心に新しい公園のイメージを少しずつ具現化
しながら，地域の皆さんに必要とされる，喜んでいただける公園となるよう取り組んでいきます。

４ 小中一貫教育校の整備（仮移転の解消）

平成30年7月豪雨により，天応中学校は運動場に大量の土砂が流入するなどの被害を受け，現在，天応小学
校へ仮移転して学校運営を行っています。

このため，体育館や特別教室を小学校と共用するなど，充分な教育環境とは言えず，仮移転の解消が喫緊の
課題となっています。

こうしたことから，保護者や地域の皆さんの御意見を踏まえ，天応小学校敷地を利用した小中一貫の義務教
育学校を設立することとし，令和３年度から令和４年度にかけて，体育館や特別教室などの整備を行い，令和
５年４月の開校を目指しています。

(仮称)呉市立天応義務教育学校校舎等イメージパース

公園の模型などを使用し，メンバー間で活発な意見交換
が行われたワークショップ

公園整備予定箇所図

呉市復興総室のＵＲＬ https://www.city.kure.lg.jp/soshiki/200/

 移転後の旧天応中学校は，砂防ダムの整備により一定の安全性を確保した上で，校舎や体育館，運動場な
ど，利用可能なものについて，地域の皆さんなどの利活用のニーズを把握し，有効活用を検討します。
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